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津軽地方の刀工・その２（担当：設楽政健） 

 

皆さん、こんにちは。文化遺産課の設楽です。 

 

前回の担当分（9月 27 日配信号 No.620）では、日本刀に関する歴史の概略とともに、浪岡に

ゆかりのある刀工 森宗についてご紹介しました。今回も津軽地方の刀工についてご紹介します。 

 

津軽地方においては、室町時代以降、森宗をはじめ、幾人もの刀工が存在したことは、前回も

紹介したところですが、製鉄について研究している私としては、彼らがどのような鉄を使ったの

か、また、その鉄はどこで生産されたのかということにとても興味があります。日本刀の製作に

は、「玉鋼」（※）とよばれる高品質な鋼が素材として必要となるからです。 

 

江戸時代後期の安永（1772～1781）から天保年間（1831～1845）に活躍した、弘前藩のお抱え

刀工である「正 賀
まさよし

」が製作した刀剣は、津軽地方の刀工が製作した刀の中でも、素材とした鉄

の産地を銘に刻んでいる数少ない事例です。 

 

正賀が製作した刀や剣には、「外浜の砂鉄を鋳て之を作る」、「外浜の砂鉄を以って」、「外浜小

国村の鉄を以って之を造る」というような内容の副銘が刀の 茎
なかご

に刻まれたものがあります。当

時、弘前藩では、小国鉄山（現外ヶ浜町小国地区）が鉄生産の中心を担っており、外浜と呼ばれ

た陸奥湾西岸にあたる広瀬村（蓬田村広瀬地区）から蟹田（外ヶ浜町蟹田地区）前の浜辺を中心

に採取した砂鉄によって鉄を生産していたことが文献史料に記載されています。このことから、

正賀が製作した刀の素材は、陸奥湾西岸の砂鉄を原料に小国鉄山で生産された鉄であったと考え

られます。 

 

 

 
 

砂鉄を採取したといわれる広瀬地区の砂浜 

メールマガジン「あおもり歴史トリビア」（発行:青森市民図書館歴史資料室）



 

今週末の 12 月 21 日（土）、22 日（日）に青森県総合社会教育センターにおいて、「地元の縄

文再発見フェア in とうせい」が開催されます。 

東青地域の縄文遺跡から出土した土器・石器等の展示会や、弓矢等の体験学習会のほか、22

日は、地元の研究者等による遺跡報告・講演会とシンポジウムも行われます。大人も子供も楽し

める 2日間となっておりますので、皆様是非お越しください。 

日  時：令和 6年 12 月 21 日（土）、12 月 22 日（日） 9：30～17：00 

会  場：青森県総合社会教育センター（青森市荒川藤戸 119－7） 

事前申込：不要 

入  場：無料 

その他：遺跡報告・講演会・シンポジウムは 12 月 22 日（日）のみ開催。 

 

※ 玉 鋼
たまはがね

 

たたら製鉄で得られる鋼のうち、最も高品質な部分をいいます。「玉鋼」と呼ばれるようにな

ったのは明治以降で、それ以前は「 釼
はがね

」と呼ばれました。 
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